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業務システム構築基盤のご紹介
SystemDirector Enterprise for .NET
日本電気株式会社

本資料では SystemDirector Enterprise for .NETを、「for .NET」と

略記することがあります。
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1.1.SystemDirector Enterprise の狙い

環境認識 短納期・
スピード重視

ニーズ

長期間の
保守メンテナンス

技術の高度化、
新技術の台頭

「信頼できるSI」

これらを実践するシステム構築環境を整備
今までのＮＥＣグループのシステム構築技術を結集

SystemDirector Enterprise の開発へ

生産性の向上
先端技術の活用
迅速な対応

十分な期間の
サポート提供
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NECグループ標準の業務システム向け統合開発環境

開発方法論、開発環境、サポートサービスにより、効率的なシステム構築をサポート

1.2.SystemDirector Enterprise の体系

◇開発環境 （何を作るか、どうやって作るのか）

- 業界標準アーキテクチャを採用したフレームワーク
- 開発効率を向上する開発ツールの提供

◇サポートサービス （どのように利用するか）

- システム構築をさまざまな形でサポート
- トータル10年間のソフトウェア製品サポートを提供

◇開発方法論 （誰が、いつ、何をするのか）
- 概説書、手順書、ガイド、ドキュメントサンプル集
- 各工程の作業手順をサポート

開発環境

開発方法論

サポートサービス

先端技術の活用
・開発環境で取り込み

ガイドも添えて提供

サポート提供
・専任の技術サポート

部隊を用意
・長期サポート保証

生産性の向上
・開発方法論で標準作業の

効率化
・開発環境で生産性向上
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業務システムを構築するために必要十分な支援内容を提供します。

1.3.SystemDirector Enterprise の構成要素

開発環境

開発方法論

サポートサービス

PPサポート 適用支援 教育サポートサービス

開発環境 共通基盤コンポーネント

APフレームワーク

共通部品群

開発ツール データモデリング 画面遷移設計

帳票設計 バッチ設計

業務モデリング

画面レイアウト設計

コーディング支援 デバッグ支援

テスト支援コンポーネント設計 ソースジェネレータ

Java(Struts, JSF) .NET(Windows/Web)

外部設計編要件定義編 結合テスト・総合テスト・移行編

タスク一覧、開発プロセス全体フロー図

実装編（Java版）※１,3

AP開発手順書

ドキュメントサンプル集（AP開発編）、付録資料

開発方法論概説書

内部設計・製造・単体テスト編

標準化編

実装編（.NET版）※２,3

実装編（バッチ・帳票版）

上流環境利用手順書(ARIS版、iGrafx版） 単体テスト仕様書作成ガイド※４

開発方法論

Smart Device(JavaScript)

※１:実装編
Java：Struts版
Java：JSF拡張版

※２:実装編
.NET：Windowsフォーム版
.NET：Webフォーム版

※３:実装編
HTML5拡張版

※４:Java版
.NET版

バッチ・帳票版
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 要件定義～テストをサポートする業務システム構築基盤と、保守～再構築をサポートする業務アプリケーション分析基盤を提供

 ソフトウェアライフサイクル全般をサポートする製品群として継続強化中

1.4.SystemDirector Enterprise の製品ラインナップ

業務アプリケーション分析基盤

SystemDirector Enterprise for Java (モダナイゼーション)

オンラインシステム開発基盤

SystemDirector Enterprise for Java (オンライン)

SystemDirector Enterprise for .NET

SystemDirector Enterprise for Smart Device

バッチシステム開発基盤

SystemDirector Enterprise for Java (バッチ)

SystemDirector Enterprise for C Batch

業務システム構築基盤



第２章 開発方法論
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開発プロセスに従った手順書、ドキュメントサンプルなどを提供します。

2.1.概要

- 作業をアクティビティ、タスクで階層化
- タスク毎の成果物を定義

フェーズ毎の
アクティビティ・タスク一覧

設計・実装ツール群と
有機的にリンク

SI現場の成功・失敗ノウハウを実践的な開発プロセスに結集
SIに必要な「いつ・誰が・何を・どうやって」を漏れなく重複なく体系化

開発プロセス

手順書 ドキュメントサンプル

記述内容や記述レベルを
具体例で指南

フェーズ
(いつ)

アクティビティ/タスク
(どうやって)

成果物
(何を)

ロ
ー
ル

（
誰
が
）

運用や海外活用などの
重要ノウハウをガイド化

ガイド
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役割を意識した、手順、成果物、規約などを体系的に定義します。

2.2.一般的な開発方法論との違い

SystemDirector Enterprise開発方法論は、オープン環境における業務システム開発をターゲットとして、ソフトウェアライ
フサイクルプロセス（ＳＬＣＰ）における「要件定義」「外部設計」「内部設計」「製造・単体テスト」「結合テスト」
「総合テスト」「移行」の一連の開発プロセスを中心に、役割（ロール）ごとの作業手順、成果物（ドキュメント）、作業
規約を体系的に定めた開発方法論です。

▐ 一般的に開発方法論は、以下の3つで構成されます。
 オブジェクト指向やデータ中心アプローチなどの具体的な開発手法やツール類を定めた「開発技法」
 開発をどのような手順で進めるかを定めた「開発プロセス」
 プロジェクトマネジメント手法
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業界標準に準拠した体系をサポートします。

2.3.共通フレーム対応

▐ 本開発方法論で定義しているフェーズは、業界標準（共通フレーム2013：SLCP-JCF2013）に沿った体系と
なっています。本開発方法論は、共通フレーム2013の要件定義・開発プロセスをサポートしております。
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開発の前半で品質を作りこむ手法を取り入れています。

2.4.フロントローディング

「フロントローディング」とは？

開発の後半で発生する問題を未然に防ぐことを目的に、開発初期でやるべきことを正しく行い品質を作りこむ手法

移行

後半の工程での障害を低減前半の工程で品質を作りこみ

現状

フロント
ローディング

業務単位
での要件確認

外部設計

単体テスト

製造

内部設計

要件定義

③データ準備

①シナリオによる
要件確認

開発

基本設計

機能設計

④テスト計画
シナリオ作成

②先行開発

⑤性能
先行評価

結合テスト

総合テスト

テスト方針
シナリオ検討

データ準備

性能評価

製造・単体テスト



第３章 開発環境
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Windowsフォーム、ASP.NET Webフォーム/ASP.NET MVC、SPAを用いた業務シ

ステムの構築を総合的にサポートいたします。

3.1.提供機能のポイント

アーキテクチャモデル
Microsoft社ガイドライン「Application Architecture Guide 2.0」に準拠した推奨アーキテクチャを
整備。
スムーズな最新技術対応や、アーキテクチャ選定工数を削減。
PR層はWindowsフォーム、ASP.NET/ASP.NET MVC、SPA から選択可能。

フレームワーク

Windowsフォーム、ASP.NET Webフォーム/ASP.NET MVCを用いた業務システムの構築において、
不可欠となる共通機能を提供。

開発ツール

Visual Studio、.NET Framework、HTML5などを用いた一般的な開発スタイルはそのままに開発を
効率化するテンプレートやジェネレータ等の開発環境を提供
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Microsoft社ガイドライン「Application Architecture Guide 2.0」に準拠マルチレイ

ヤ構成を採用。均一な品質のアプリケーション開発が可能。

3.2.アーキテクチャモデル

XMLによる自動制御

外付け定義ファイルにより簡便に修正可能

DBMS
・SQL Server
・Oracle

UIC UPC SI BC DAC

BEC

画面
コントローラ（全画面共通）

SQL
発行

SP
呼出し

ストアド
プログラム

TransactionManager を活用してBC が管理

実装フレームワーク
提供部

自動
生成部

オウン
コーディング部

データ
アクセス
呼出し

UIC : UserInterfaceComponent
UPC : UserinterfaceProcessComponent
SI : ServiceInterface
BC : BusinessComponent
DAC : DataAccessComponent
BEC : BusinessEntityComponent

コントローラ（機能単位）

Windowsフォーム
モデル

Webフォーム/MVC
モデル

ビジネスロジック
呼出し

※物理2層の場合
SIは不要

PR層 AP層 DB層

※ BCの雛形コードを

ツールが自動生成

AP層
呼出し

コントローラ（機能単位）

Windowsフォーム

Webフォーム

MVC

・画面間
データ共有

・画面遷移
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Microsoft社が提供する.NETアプリケーションのアーキテクチャ策定と設計のための

ガイダンス

補足.「AAG(Application Architecture Guide)」とは

AAGが規定しているリファレンスアーキテクチャの一部
ユーザ

ユーザーインターフェイスコンポーネント（UIC）

ユーザーインターフェイスプロセスコンポーネント（UPC）

サービスインターフェイス（SI）

ビジネス
ワークフロー

（BW）

ビジネス
コンポーネント

（BC）

ビジネス
エンティティ

（BEC）

シ
ス
テ
ム
共
通
基
盤

データアクセス
コンポーネント（DAC）

サービスエージェント
（SA）

サービスデータソース

プレゼン
テーション層

サービス層

ビジネス層

データ層

コンポー
ネント

主な役割と位置付け

PR層 UIC

ユーザとの対話、データの表示とそれに関連するロジック、
入力受付、データ入力チェック、フォーマット機能、Undo、
クリップボードサポート、表示キャッシュ、ページング制御
など

UPC 画面遷移制御、入力仕掛りデータの保持、一時保存機能など

AP層 SI
BCに対する通信ラッパ機能、データ形式変換、通信制御、
認証など

BW ビジネス・プロセスの定義

BC ビジネスロジックやトランザクション制御

BEC レイヤ間で受け渡すビジネスデータ

DB層 DAC データソースに対するアクセス制御

SA 他システムとの連携

システム共通基盤 セキュリティ、運用管理、通信などのシステム共通の機能

アプリケーションの論理階層の分け方、各階層で実現すべき機能を解説

複数のハードウェアシステムに分散させやすいアプリケーションを構築可能
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BCクラスの構造をあらかじめ規定し、成果物の品質を均一化

3.2.1.クラス構造の統一化

顧客マスタ参照

商品マスタ

注文種別マスタ

注文検索

DBMS

フォームクラスフォームクラス

注文検索結果

顧客一覧 商品一覧

注文種別一覧

× AP層（BC / DAC）

BC001 DAC001

BC002 DAC002

BC003 DAC003

BC004 DAC004

BCクラスが持つメソッドは、Executeの１つのみ

BC のメソッドは、1回の呼び出しで処理が完結するサービスとして設計

トランザクション制御コードの記述は不要（BusinessComponentBase利用時）

クラス設計とトランザクション設計が直結し、レビュー・保守効率が向上
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AP層はクライアント形態にかかわらず共通のアーキテクチャ

3.2.2.さまざまなクライアント形態に対応

BC DAC

ADO.NET

データベース

BEC

共通化

Windowsフォーム
アプリケーション
（物理3層）

SOAP over HTTPUIC

*.asmx

SI

Webフォーム/MVC
アプリケーション

HTML / HTTP
UIC

*.aspx
*.vbhtml
*.cshtml

Windowsフォーム
アプリケーション
（物理２層）

UI

SmartDevice
アプリケーション
(iOS / Android 
/ Windows)

SI
JSON

ブラウザ

AP 層のコンポーネントは、独立性が高く、様々な形態のクライアントに対応

設定情報の変更により、クライアントアーキテクチャをシームレスに移行可能
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サーバと疎結合で保守性の良いSPAアプリケーション構築を支援

3.2.3. HTML5拡張モデル(SPA)の新設

HTML/CSS

クライアント

JavaScript

Controller

Service

View
Model

Model REST/
JSON

ローカル
ストレージ

ローカル
デバイス

HTML5、BootStrapによる表
現豊かなユーザインタフェース
を提供
レスポンシブウェブデザイン
により、マルチデバイス要件に
も対応可能
Angular、MVVMアーキテク
チャによる保守性の高いソース
コード
オフライン要件にも対応可能

View

サービス

画面サイズに合わせて
画面を自動切り替え
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アーキテクチャモデルに合わせ、実装効率を高めるための機能を提供

3.3.フレームワーク

Windowsフォームモデル Webフォーム/MVCモデル

プレゼン
テーション層

ビジネス層

データ層

シ
ス
テ
ム
共
通
基
盤

ユーザーインターフェイスコンポーネント（UIC）

ユーザーインターフェイスプロセスコンポーネント（UPC）

サービスインターフェイス（SI）

ビジネスエンティティ
（BEC）

ビジネスコンポーネント（BC）

データアクセスコンポーネント（DAC）
サービスエージェント（SA）

通
信

運
用
管
理

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 画面遷移機構 AP層呼び出し機構 画面間データ共有機構

Preview機能

X
M

L
 W

e
b

サ
ー

ビ
ス

ロ
グ

出
力

機
構

集
約

例
外

処
理

認
証

・
承

認
機

能

業務色取得画面基底クラス

BC基底クラス

データアクセス
ヘルパクラス

WebサービスI/F

AP起動・管理

表部品（Windowsフォーム）

データプロバイダ
隠蔽機能

接
続

文
字

列
暗

号
化

トランザクション
管理

（手動／自動）

暗
号

化
ユ

ー
テ

ィ
リ

テ
ィ

データ
ソース

画面遷移定義XML自動生成

定型コード自動生成

アクセス定義XML自動生成

雛形コード生成

雛形コード生成

型付きデータセットクラス
自動生成

データアクセスコード自動生成

ユーザプロセス制御管理 オフライン監視付AP層アクセス

AP層呼び出し機能
(Webサービス)

アクセス定義XML自動生成
（Webサービス）

カスタムWebサービス
プロキシ自動生成

UPC構成定義XML自動生成(※)

PR層

AP層

共通機能

トランザクション
制御サポート

ロ
ギ

ン
グ

開
発

サ
ポ

ー
ト

※Webフォームモデルのみ
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.NET Frameworkをベースとし、NEC独自の強化を行った業務非依存の「アーキテ

クチャモデル」と「フレームワーク」を提供

3.3.1.NET Frameworkとの関係

業務
非依存部

業務
依存部

汎
用
性
・
再
利
用
性

高

低

インフラ + ミドルウェア (H/W, OS, RDBMS)

.NET ランタイム（CLR）

.NET Framework クラスライブラリ

パターン3パターン2パターン1

パッケージ
製品導入
（ERPなど）業務依存型

フレームワーク

スクラッチ
開発
業務アプリ

.NET アプリケーション Framework
(ASP.NET / ADO.NET / Windows Forms / …)

アプリ
A

アプリ
B

SystemDirector Enterprise.NET
フレームワーク

S
ys

te
m

D
ir

e
c
to

r 
E

n
te

rp
ri

s
e

.N
E

T
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

モ
デ

ル
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各モデルの特性に合わせた画面遷移オペレーションの管理機能を提供

3.3.2.画面遷移機構

図はWindowsフォームモデルを表しています。

継承

①遷移名“NEXT”で表示を指示

③アセンブリ "TD.dll" をロード

継承

画面遷移
フレームワーク

基底フォーム
クラス
(BaseForm)

画面遷移
インタフェース
(IControllable)

アセンブリ（SD.exe）

呼び出し元
フォーム
クラス
(SD001)

アセンブリ（TD.dll）

呼び出し先
フォーム
クラス
(TD001)

④“TD001“ を表示

フォーム間、アセン
ブリ間の依存関係

が切れる！

画面遷移
コントローラ

②画面遷移定義XMLを参照し
て、 遷移先のアセンブリ/
フォームを特定
“ NEXT” → TD.dllのTD001

画面遷移定義XML

遷移情報は外部XML
で一元管理！

遷移情報は、外部のXMLファイルで一元管理し、高い保守性を実現

画面間の依存関係が切れるため、呼び出し先フォームを含むDLLを参照設定する必要がなく、分離並行
開発が可能
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PR層／AP層間を疎結合にするとともに通信手段を隠蔽

3.3.3.ＡＰ層呼出し機構

BC DAC

ADO.NET

データベース

Windows 
フォーム
アプリケーション

SOAP over HTTP

BEC

BEC

UI

BEC

A.asmx

SI BC DAC

ADO.NET

データベースBEC

UPC

アクセス定義XML

BEC

SA
SOAP Over HTTP

Controller DAOWSDL

DTO

JDBC

データベース
Java

DTO

Java Java

XML

定義ファイルで
呼出し先を変更

.NET(物理３層)

Java

.NET(物理２層)

図はWindowsフォームモデルを表しています。

PR層はAP層の配置先を意識することなく単一のAPIで呼び出すことが可能

外部ファイル化したアクセス定義XMLを修正するだけで呼び出し先を変更可能
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トランザクション管理に係わる共通処理をフレームワークで提供

3.3.4.トランザクション管理機能

[RequiresNew / Required]
BC1 {

ExecuteMain() {   

}
}

BC2呼出し

BC3呼出し

DBMS

[Required]
BC2 {
}

DAC1呼出し

DAC2
（更新）

DAC1
（更新）

DAC3
（更新）

[RequiresNew]
BC3 {
} DBMS

トランザクション管理イメージ図（クラス属性指定方式）

トランザクション1
（コネクション1）

トランザクション2
（コネクション2）

同一のコネク
ションを利用

異なるコネク
ションが使える

採番処理

BC1のメインの業務処理

監査ログ出力

トランザクションを管理するための共通機能を提供します

データベース接続・コミット・ロールバック・データベース切断

データソース管理機構やデータアクセスヘルパークラスとシームレスに連携

コネクションのクローズ漏れなどを防ぎ、実装にかかるコストを低減
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Visual Studioをベースに、開発プロセスの各工程を効率化するテンプレートやジェ

ネレータを整備

3.4.開発ツール

外部設計 内部設計 製造・単体Ｔ

単体テスト製造・モジュールテストオンライン実装設計ソフトウェア機能設計

単体テスト
ツール画面エディタ

カバレッジ

Visual Studioを利用凡例：

プログラミング
環境

CDIツール

画面遷移
エディタ

SystemDirector Enterpriseで提供

設計書生成ツール

設計書テンプレート
(画面一覧
画面遷移設計 など)

設計書テンプレート
(クラス設計
インタラクション設計
エンティティ設計 など)

ソースコード生成機能
（ジェネレータ）

インタラクションエ
ディタ

DBアクセス
コマンド設計
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Visual Studio + .NET Frameworkによる一般的な開発スタイルをそのままに、開発

効率化するための設計書テンプレートとジェネレータ群を提供

3.4.1.開発ツールの特徴（１／２）

設計書テンプレートを
ベースに設計
整合性チェック機能

ジェネレータによる
ソース生成

オウンコーディング
Visual Studio標準の
CDIツール、テスト
ツールを活用

ガイドによる開発支援

Excelベースの設計書テンプレートを提供。

設計情報をインプットに、推奨アーキテクチャとなるソースを生成

ソース生成後はVisual Studio標準の開発方式でコーディング。

Visual Studio標準のCDIツールやテストツールも制約なく利用可能
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Visual Studio上で、各工程の成果物の管理を実現

3.4.1.開発支援ツールの特徴（２／２）

設計情報や各開発ツールの入出力成果物
は、 Visual Studioのソリューションエク
スプローラ上で管理

開発支援ツール

Visual Studio
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開発工程は「SystemDirector Enterprise開発方法論」に準拠。おもに、機能設計～

製造・単体テストまでを開発ツールでサポート

3.4.2.開発ツール一覧

ツール／テンプレート 概要

設計書テンプレート
画面遷移設計、クラス設計、
インタラクション設計 他

ジェネレータのインプットとなる設計書テンプレート

画面遷移エディタ 画面遷移を設計

インタラクションエディタ レイヤ間のインタラクションを設計

ジェネレータ 画面一覧インポート フォーム雛型を一括生成

画面遷移一覧インポート 画面遷移コードを生成

クラス仕様インポート BC/DACクラスを一括生成

インタラクション仕様インポート AP層呼び出しコードを生成

データセット仕様インポート 型付きデータセットを一括生成

ViewModel仕様インポート ViewModelクラスを一括生成

データコントラクト仕様インポート データコントラクトを一括生成

DACビルダ データベースアクセスコード生成

その他 デザインリフレクタ UI情報をExcelに一覧出力

キーマネージャ 接続文字列を暗号化

データソースXML生成ツール キーマネージャと連携し、暗号化したデータソースXMLを生成



© NEC Corporation 202129

 不正な設計情報を整合チェックにより検出することで、設計時の品質

向上が図れます。

 設計情報をxmlファイルに出力し、後工程に引き継ぐことが可能です。

 Excel帳票で遷移を一覧情報として設計し、遷移図自体は任意のツー

ルで作成することも可能です。

画面遷移の妥当性を設計時点で検証。遷移情報はXMLファイルとして出力

3.4.3.画面遷移エディタ

画面遷移エディタ

（.NET Windowsフォーム）

画面遷移エディタ

（.NET Webフォーム）

SystemDirector Enterprise
.NETフレームワーク

開発支援ツール

画面遷移機構

遷移情報

XML

XML

画面一覧インポート
画面遷移一覧インポート

※ MVCモデルは未対応
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 Visioのテンプレートとしてインタラクションエディタを提供。

PR層とAP層のインタラクション図が作成できます。

 記述したインタラクション図に基づいて「AP層コードの雛

形」、「アクセス定義XML」、「仮想アクセス定義XML」を

生成します。

 Excelの仕様書を用いて設計することも可能です。

AP層のコンポーネント構成をビジュアルなモデルとして設計

ソースコードの雛形やAP層アクセスに必要なXML情報を自動生成

3.4.4.インタラクションエディタ

インタラクション図

コンポーネント

プロパティ
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 データセット仕様／データコントラクト仕様／

ViewModel仕様／クラス仕様／インタラクション仕様を

Excel帳票ベースで作成します。

 設計書フォーマットはPJ毎にカスタマイズが可能です。

 作成した設計書の内容を元に、コードを自動生成するこ

とで、手作業によるミスの軽減と作業効率を向上します。

（仕様書毎の個別生成も可能）

内部設計で作成した仕様書(*.xls)からエンティティクラスやBC/DACクラスのスケ

ルトンを一括生成

3.4.5.ジェネレータ

データセット仕様／データコントラ
クト仕様／ViewModel仕様／クラス
仕様／インタラクション仕様書

エンティティクラス

画面遷移コード

BC/DACクラス

AP層呼び出しコード
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Visual Studioデザイナ上で、クエリとDAC設計情報をマッピングして、ソースコー

ドを自動生成

3.4.6.DACビルダ

DAC設計情報

クエリ

DACメソッドの引数と
パラメータを定義

クエリとDACパラメータをマッピング

自動生成

データアクセス
コンポーネント
(DAC)クラス

Visual Studio

データアクセスコンポーネントは、生成後必要に応じて自由にカスタマイズ可能。

設計情報の変更による再生成も、それまでに施したカスタマイズの内容を保護。
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画面項目情報とイベント情報を取得し、Excelファイルとして出力します。

出力項目/ExcelフォーマットはPJ毎にカスタマイズが可能です。

画面レイアウトから、画面とイベントの設計情報をExcelファイルに出力

3.4.7.デザインリフレクタ

Visual Studio

設計情報
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Visual Studioのテスト機能と連携し、テスト効率と品質をさらに向上

3.4.8.テスト機能連携

CDIツール カバレッジ

プロファイラ
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Windowsフォームモデル（２層）

3.5.動作環境

ネットワークインフラ（LAN）

HW HW

UIC
(Windows Form)

.NET Framework 3.5/4.7.1

Windows 7/8.1/10 Version 1703(64bit)
/10 1709(64bit)(※1)

Windows Server 2008/2008 R2
/2012/2012 R2/2016 (※2)

DBインスタンス

ＰＲ層、ＡＰ層 データベース

UPC
(Controller)

BC
(Business 

Logic)

DAC
(Data Access)

クライアント ＤＢサーバ

Oracle 11g/12c R1
(※3、※4)

RDBMS指定のOS

SQL Server 2008/2008 R2
/2012/2014/2016/2017

RDBMS指定のOS

PR層フレームワーク AP層フレームワーク

※1： 特に指定がない場合、32bit/64bitに対応
※2： Windows Server 2008は32bit/64bitに対応、2008 R2以降は64bitに対応
※3： 2018年3月現在Oracle社製データプロバイダーが.NET Framework 4.7.1に未対応であるため、.NET Framework 4.7.1環境からOracle Databaseへの接続は未対応
※4：.NET Framework 3.5SP1環境は、Oracle 12cR2への接続に未対応

ハードウェア
調達品
ソフト

SystemDirector Enterprise for .NET
自製ライブラリ

プロジェクトが開発した資産凡例
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Windowsフォームモデル（３層）

3.5.動作環境

ネットワークインフラ（LAN）

HW HW

UIC
(Windows Form)

.NET Framework
3.5/4.7.1

Windows 7/8.1
/10 Version 1703(64bit)

/10 Version 1709(64bit)(※1)
Windows Server 2008/2008 R2

/2012/2012 R2/2016 (※2)

DBインスタンス

ＰＲ層 データベース

UPC
(Controller)

BC
(Business 

Logic)

DAC
(Data Access)

HW

IIS7.0/7.5/8.0/8.5/10.0
+ .NET Framework

3.5/4.7.1

Windows Server
2008/2008 R2

/2012/2012 R2/2016 (※2)

ＡＰ層

ＡＰサーバクライアント ＤＢサーバ

SI
(Service
Interface)

Oracle 11g/12c R1
(※3、※4)

RDBMS指定のOS

SQL Server 2008
/2008 R2/2012

/2014/2016/2017

RDBMS指定のOS

PR層フレームワーク AP層フレームワーク

※1： 特に指定がない場合、32bit/64bitに対応
※2： Windows Server 2008は32bit/64bitに対応、2008 R2以降は64bitに対応
※3： 2018年3月現在Oracle社製データプロバイダーが.NET Framework 4.7.1に未対応であるため、.NET Framework 4.7.1環境からOracle Databaseへの接続は未対応
※4：.NET Framework 3.5SP1環境は、Oracle 12cR2への接続に未対応

ハードウェア
調達品
ソフト

SystemDirector Enterprise for .NET
自製ライブラリ

プロジェクトが開発した資産凡例
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Webフォーム/MVCモデル（３層）

3.5.動作環境

ネットワークインフラ（LAN）

HW

DBインスタンス

データベース

ＡＰサーバ
クライアント

ＤＢサーバ

Oracle 11g/12c R1
(※4、※5)

RDBMS指定のOS

SQL Server 2008/2008 R2
/2012/2014/2016/2017

RDBMS指定のOS

UIC
(Web Form)

ＰＲ層

UPC
(Controller)

BC
(Business 

Logic)

DAC
(Data Access)

HW

IIS7.0/7.5/8.0/8.5/10.0
+ .NET Framework 3.5/4.7.1(※2)

Windows Server 2008/2008 R2
/2012/2012 R2/2016 (※3)

ＡＰ層

PR層フレームワーク AP層フレームワーク

Internet Explorer 11
Microsoft Edge

Windows 7/8.1
/10 Version 1703(64bit)

/10 Version 1709 (64bit)(※1)
Windows Server 

2008/2008 R2/2012
/2012 R2/2016 (※2)

HW

ハードウェア
調達品
ソフト

SystemDirector Enterprise for .NET
自製ライブラリ

プロジェクトが開発した資産凡例

※1： 特に指定がない場合、32bit/64bitに対応
※2： MVCは.NET Framework 4.7.1対応
※3： Windows Server 2008は32bit/64bitに対応、2008 R2以降は64bitに対応
※4： 2018年3月現在Oracle社製データプロバイダーが.NET Framework 4.7.1に未対応であるため、.NET Framework 4.7.1環境からOracle Databaseへの接続は未対応
※5：.NET Framework 3.5SP1環境は、Oracle 12cR2への接続に未対応



第４章 サポートサービス
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 基本サービスに含まれないものでも、ご要望があれば調整可能です。

 例）SystemDirector Enterpriseを新規に導入する場合の環境構築／プロジェクト立ち上げ教育といった導入支援

 例）お客様専用窓口の設置によるホットラインサポート（メールに加えて、電話・現地での問い合わせ対応なども実施）

サービスメニュー として、以下のサービスを提供します。お客様のご要望に応じて

内容を組み立てさせていただくことも可能です。

4.1.サポートメニュー

(最新から２バージョン前になった時点から)
５年間：標準サポート

３年間：
延長サポート

２年間：
限定サポート

トータル１０年間＋αのサポートを保証

システム安定稼動までは標準サポート サポート内容を限定 特定ユーザ

レスポンス
サービス

電子メールでの問い合わせ対応 電子メールでの問い合わせ対応
電子メールでの問い合

わせ対応

バージョンアップサー
ビス バージョンアップ申請を受け付けての対応

バージョンアップ申請を受け付
けての対応

バージョンアップ申請
を受け付けての対応

リビジョンアップサー
ビス
（障害パッチ提供）

フル提供
障害は既存パッチのみ。クリ

ティカル、セキュリティ関係は
新規対応

障害は既存パッチのみ。
新規パッチは別途有償
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4.2.教育メニュー

Java .NET Smart Device

前
提
コ
ー
ス

 SystemDirector Enterpriseの全体像が把握できる研修メニューを、NECマネジメントパートナーのラー

ニング事業と連携して提供します。ニーズに合わせたカスタマイズメイド教育として実施します。

 現在、定期開催されているコースはございませんが、ご要望いただければ時期・内容・場所など含めて

開催調整させていただきます。お気軽にご相談ください。

 なお、SystemDirector Enterpriseのベースとなっている一般知識は前提となります。前提知識を習得す

るための教育コースもございますので、合わせてご検討ください。

JavaによるWebアプリケーション開発1
－サーブレット・JSP－

Javaによるデータベースアクセス

Javaプログラミング基礎
（入門、基礎1、基礎2）

Visual Studio による
Windowsプログラミング

Webアプリケーション開発入門
（ASP.NET編）

ＮＥＣマネジメントパートナー ラーニング事業サイト
https://www.neclearning.jp/

HTML5/CSS3基礎

JavaScriptプログラミング
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4.3.お問い合わせ先

ご購入前のお問い合わせ

SystemDirector ご相談窓口

Eメール contact@systemdirector.jp.nec.com

SystemDirector Enterprise サポート窓口では
業務システム構築基盤に関する様々なご質問やご相談に
お応えします。例えば・・・

新しい技術をどのように適用すれば良いか
業務アプリケーションの開発や保守を効率化するにはどうしたら良いか
既存資産をどう活用したら良いか

などお気軽にご相談ください

mailto:contact@systemdirector.jp.nec.com
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▌SystemDirector Enterprise, NeoFace, WebOTX は日本電気株式会社の登録商標です。

▌Windows, Windows Server, Excel, SQL Server, Visual Studio, .NET Framework, Internet Explorer, Microsoft Edge は
Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 また、Windows の正式名称は Microsoft 
Windows Operating System です。

▌Oracle, Java, JavaScript, JDK, WebLogicは、Oracle Corporationおよびその子会社、関連会社の米国およびその他の国
における商標または登録商標です。

▌Eclipseは Eclipse Foundation, Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。

▌Android は Google LLC の商標です。

▌ iPad, Mac OSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。

▌ iOSは、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。

▌Tomcat は、Apache Software Foundation の登録商標または商標です。

▌Docker は、Docker Inc. の米国およびその他の国における登録商標もしくは商標です。

▌PostgreSQL はPostgreSQL の米国およびその他の国における登録商標もしくは商標です。

▌ Linux はLinus Torvalds 氏の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

▌Red Hat Enterprise Linuxは、米国およびその他の国における Red Hat, Inc. の登録商標です。

▌Amazon Web Services, “Powered by Amazon Web Services”ロゴ、その他のAWS商標はAmazon.com, Inc.の米国およ
びその他の国における登録商標です。

▌その他、記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。






